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●毎月１日･11日･21 日a行

第792号

　　　　　　市　の　人　口

　　　　(昭和62年11月１日現在）

世帯数　55,328世'Ill (前月比106世帯増）

人　ロ　171,587人（前月比244人増）

　　男　85,040人

　　女　86,547人

み
て
、
き
い
て
、
味
わ
う
楽
し
さ
・
・
・

　
十
一
月
二
十
七
日
圀
か
ら
二
十
九
日
圀
ま
で
の

三
日
問
、
宇
治
市
産
業
会
館
（
同
宇
治
商
工
会
議

所
会
館
）
を
主
会
場
に
、
サ
ン
フ
ェ
ア
う
じ
が
開

催
。
こ
れ
は
、
’
未
来
展
望
－
2
1
世
紀
の
産
業
と
人

と
の
ふ
れ
あ
い
’
を
テ
ー
マ
に
、
新
し
い
時
代
の

都
市
創
造
を
目
指
し
、
人
間
と
産
業
・
文
化
の
役

割
り
を
見
つ
め
直
そ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
期
間

中
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
や
コ
ン
サ
ー
ト
、

バ
ザ
ー
ル
な
ど
多
彩
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
す
。
な

お
、
二
十
六
日
哨
の
前
夜
祭
（
文
化
会
館
）
で
は
、

漫
オ
シ
ョ
ー
や
ス
リ
ラ
ン
カ
民
族
舞
踊
な
ど
が
披

露
。
多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
主
催
一
サ
ン
フ
ェ
ア
う
じ
開
催
委
員
会

●
問
い
合
わ
せ

　
宇
泊
商
工
会
議
所
（
電
話
2
3
-
3
1
0
1
）

／’ぷン４詞１
月日 内　　　　　　　　　　容

｜

11/27

(金)

●午前10時半～正午（先着順）
　　記念講演会「こんな生き方してみませんか」
　　　　　　　　　藤本統紀子さん

●午前10時半、午後１時、午後2時45分
　　スリランカ民族舞踊

●午後零時15分、午後3時50分
　　ビデオシアター

●午後１時～2時半（先着順）　　　　　　，

　　インポートセミナー「個人輸入のてほどき」
　　　　　　　　　　　　　　戸田　文章さん

　●午前９時～正午
　　　ベジタブル｢とれとれ朝市｣

　●午前10時～午後５時
　　　花と緑いっぱい市、味のれん街、
　　　車の歴史｢日産展｣、CARプラザ
　　　｢ニツサン｣、宇治茶の展示即売と
｀　　無料接待、観光宇治コーナー、ふ
　　　るさと産品コーナー、各種工業製

　　　品の展示、ブースコーナー、住宅
　　　コーナー、工芸品コーナー、ハン

　　　ドメイドコーナー、陶芸品コーナ
　　　ー、明日の宇治コーナー、国体コ

　　　ーナー、咸陽展と中国物産バザー
　　　ル、ヌワラエリヤ展とスリランカ

　　　物産バザール、抹茶席、ほか市内
　　　100企業の展示即売会

　●午前10時～午後６時
　　　軽食と飲物

　●午前11時～午後１時
　　　郷土米おにぎり試食キャンペーン

11/28

(上)

●午前11時～午後１時
　　餅つき大会

●午後１時（先着順）
　　21世紀宇宙科学シフフター

●午後３時
　　西村　知美ミニコンサード

●午後５時半~9時（先着順）　　フフフツシヨンシヨーとフィルムコンサート

11/29

(B)

●午前10時半、午後零時lO分
　　ビデオシアター

●午後３時～５時半　　フィナーレと500人爆笑ビンゴ大会

゜午前10時～午後1時半
　　CARヒストリーパレード
　　　昌習習包）業会lg→錨俄。Effi

bo年京都国体リハーサル大会

サッカー競技キックオフ

　
六
十
三
年
京
都
国
体
の
リ
ハ

ー
サ
ル
大
会
を
兼
ね
た
「
第
二

十
三
回
全
国
社
会
人
サ
″
カ
ー

選
手
権
大
会
が
」
、
二
十
一
日

（
土
）
か
ら
二
十
五
日
（
水
）
ま
で

開
催
さ
れ
車
ｙ
。

　
こ
の
大
会
は
、
本
市
と
久
御

山
町
と
か
会
場
に
全
国
か
ら
二

十
七
チ
ー
ム
が
参
加
。
本
市
で

は
、
開
会
式
に
引
き
続
い
て
二

十
四
日
（
火
）
ま
で
太
陽
が
丘
陸

上
競
技
場
と
西
宇
治
公
園
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
、
準
決
勝
一
試
合
を

含
む
十
三
試
合
が
行
わ
れ
ま
で

　
な
お
、
決
勝
と
閉
会
式
は
二

十
五
日
に
久
御
山
中
央
公
園
で

行
わ
れ
ま
す
。

　
地
元
京
都
か
ら
は
、
二
十
一

日
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
淀
総
合
運
動
場
で

の
第
二
試
合
に
「
京
都
紫
光
ク

ラ
ブ
」
が
、
二
十
二
日
に
は
太

陽
が
丘
で
の
第
一
試
合
に
「
三

菱
自
工
京
都
」
が
、
初
戦
突
破

を
目
指
し
て
出
場
し
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご

声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
◇

　
市
役
所
で
は
、
多
数
の
職
員

を
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
に
動
員
し

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
何

か
と
ご
M
i
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

－

｜
・

．．_１

り

（
京
都
国
体
・
市
民
運
動
）

啓
発
ポ
ス
タ
ー
・
絵
画

入
賞
者
決
ま
る

　
国
体
宇
治
市
実
行
委
員
会
と

新
し
い
歴
史
に
向
か
っ
て
走
ろ

う
宇
治
市
市
民
運
動
推
進
協
議

会
で
は
、
国
体
啓
発
用
の
ポ
ス

タ
ー
や
絵
画
を
募
集
。
十
一
月

九
日
に
審
査
会
が
行
わ
れ
、
百

ぎ
十
点
の
応
募
の
中
か
ら
、
次

の
皆
さ
ん
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
表
彰
式
は
十
一
月
二

十
八
日
（
土
）
に
産
業
会
館
刄
汀

わ
れ
未
了
。

　
京
都
国
体
の
部
▼
優
秀
・
：
中

本
琢
也
（
菟
道
小
三
年
）
、
栗
本

景
太
（
宇
治
小
四
年
）
、
近
藤
久

美
子
（
西
小
倉
坐
（
年
）
、
加
藤

千
恵
美
（
宇
治
中
一
年
）
、
内
野

美
保
（
北
宇
治
中
一
年
）
、
柴
田

ま
ゆ
み
（
木
幡
中
二
年
）
▼
佳
作

・
・
・
鳥
山
正
継
（
南
部
小
二
年
）
、

佐
野
華
子
（
南
部
小
三
年
）
、
原

田
和
美
（
小
倉
小
五
年
）
、
梅
原

宏
章
（
三
室
戸
小
五
年
）
、
中
江

和
晃
（
南
部
小
五
年
）
、
ｔ
罹
邦

彰
（
宇
治
小
五
年
）
、
石
橋
綾
華

（
西
大
久
保
坐
（
年
）
、
平
林
知

弘
（
宇
治
中
一
年
）
、
竹
内
淳

（
東
宇
治
中
一
年
）
、
植
松
文
（
北

宇
治
中
二
年
）
、
辻
有
佳
理
（
北

宇
治
中
二
年
）
。

　
市
民
運
動
の
部
▼
優
秀
・
・
・
佐

野
華
子
（
南
部
小
三
年
）
▼
佳
作

・
・
・
前
田
亮
（
小
倉
小
六
年
）
、
馬

竹
美
穂
（
宇
治
中
一
年
）
。

　
　
　
　
　
　
（
国
体
事
務
局
）

791

期間中（27日～29日）、無料バスの送迎あり。詳しくは1

1月25日の新聞折り込みをご覧ください。

産業フェア宇治‘87
”未来展望”21世紀の産業と人とのふれあい

サンフェアうじ

宇治市産業会館で開催！　11月27日

（金）～29日（日）

11月26日（木）・文化会館大ホール

前夜祭
入場料1，800円

（前売1，500円）



お
知
ら
せ

　
国
民
健
康
保
険
料
の
納
期

　
国
民
健
康
保
険
料
第
４
期
分
の

納
期
は
1
1
月
3
0
日
で
す
。
忘
れ
ず

に
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
（
保
険
年
金
課
）

　
ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば

　
▼
と
き
…
ｎ
月
2
9
日
間
、
午
前

９
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
…
横
島
小

学
校
▼
内
容
・
・
・
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
卓
球
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
▼

参
加
…
無
料
▼
申
し
込
み
・
：
当
日
、

直
接
心
一
場
へ
。
な
お
、
イ
ン
デ
ィ
ア

カ
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
卓
球
の
参
加

者
は
上
靴
持
参
の
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
（
市
民
体
育
課
）

　
市
立
保
育
所
臨
時
職
員

　
登
録
者
の
募
集

　
市
立
保
育
所
臨
時
職
員
の
登
録

希
望
者
雲
量
Ｉ
禾
７
．

　
▼
職
種
・
・
・
保
母
、
用
務
、
調
理

▼
申
し
込
み
・
問
忿
お
せ
…
市

販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入

（
保
母
の
有
資
格
者
は
そ
の
旨
も
）

し
、
６
ヵ
月
以
内
に
撮
影
し
た
写

真
を
ほ
っ
て
保
育
課
（
き
⑩
３
１

４
１
）
へ
。
　
　
　
（
保
育
課
）

　
お
は
な
し
会

　
▼
と
き
・
：
Ｈ
月
2
6
日
團
、
午
後

３
時
半
ト
４
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
中
央

図
書
館
思
量
▼
内
容
・
：
お
は
な

し
、
読
み
見
笹
、
紙
芝
居
▼
対
象

・
・
・
幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年
（
入

場
は
子
供
の
み
）
▼
参
加
費
・
・
・
無

料
▼
問
い
合
わ
せ
・
・
・
中
央
図
書
館

　
（
豊
⑩
1
5
1
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
中
央
図
書
館
）

　
市
政
概
要
講
座

　
今
回
は
、
交
通
安
全
対
策
に
つ

い
て
学
び
豪
ｆ
。
多
数
の
皆
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
ず
。

　
▼
と
き
：
ｎ
月
2
7
日
廊
、
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
・
・
広
野
公

民
館
▼
テ
ー
了
・
「
交
通
環
境
は

ど
シ
な
っ
て
い
る
の
？
」
▼
参
加

…
当
日
直
接
会
場
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
広
野
公
民
館
）

　
お
茶
の
作
法
教
室

　
▼
と
き
・
：
1
1
月
3
0
日
側
、
1
2
月

７
日
間
の
２
回
、
午
前
1
0
時
～
正

午
▼
と
こ
ろ
…
府
立
城
南
勤
労
者

福
祉
会
館
▼
講
師
・
・
・
伊
蕎
ｔ
恂
さ

お買物のめやす

消費者物価20（11月

分）

ん
▼
受
講
料
・
・
・
実
費
千
円
▼
持
参

品
・
・
・
懐
紙
、
扇
子
ほ
か
▼
申
し
込

み
・
：
受
講
料
宮
添
凡
て
、
Ｈ
月
2
5

日
ま
で
に
府
立
城
南
勤
労
者
福
祉

心
一
館
（
豊
＠
0
7
8
0
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
交
通
労
政
課
）

　
お
正
月
料
理
教
室

　
▼
と
き
・
・
・
1
2
月
５
日
出
と
６
日

㈲
の
ど
ち
魚
災
い
ず
れ
も
午
後

Ｌ
時
～
ｔ
時
）
▼
と
こ
ろ
・
：
府
立

城
南
勤
労
者
福
祉
心
一
館
▼
講
師
…

料
理
研
究
家
・
星
野
美
智
子
｛
兄

▼
対
象
・
・
・
男
女
を
問
わ
ず
▼
定
員

・
：
各
2
4
人
（
先
着
順
）
▼
材
料
費
・
：

千
五
百
円
▼
申
し
込
み
…
参
加
費

公
添
え
て
Ｈ
月
3
0
日
ま
で
に
府
立

城
南
勤
労
者
福
祉
会
館
（
ａ
⑩
1

7
8
0
）
へ
。
　
（
交
澄
汲
課
）

　
晴
れ
着
の
着
付
け
教
室

　
▼
と
き
・
・
・
1
2
月
９
日
困
と
拍
Ｈ

團
の
多
尺
ぶ
（
い
ず
れ
も
午
後

１
時
Ｉ
４
時
）
▼
と
こ
ろ
・
：
府
立

城
南
勤
労
者
福
祉
会
館
▼
講
師
…

日
本
和
装
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会

宇
治
学
院
長
・
斉
藤
喜
美
枝
さ
ん

▼
受
講
料
・
・
・
無
料
▼
持
参
品
・
：
着

物
、
帯
、
小
物
一
式
▼
申
Ｌ
込
み
・
：

1
2
月
５
日
ま
で
に
府
立
城
南
勤
労

者
福
祉
会
館
（
豊
＠
0
7
8
0
）

へ
。
　
　
　
　
（
交
通
忿
諌
）

　
身
体
障
害
者

　
職
業
訓
練
生
の
募
集

　
府
立
城
警
保
障
害
者
職
業
訓

練
校
が
、
来
年
四
月
の
入
校
生
を

▼
熱
唱
す
る
市
民
第
九
合
唱
団

募
集
し
柔
ｙ
。

　
▼
訓
練
科
目
・
期
間
・
定
員
・
対

象
・
・
・
○
縫
製
科
（
洋
裁
・
縫
製
Ｔ

１
年
間
、
1
0
人
、
1
5
歳
以
上
の
身
体

障
害
者
と
精
神
薄
弱
者
Ｏ
紙
器
製

造
科
＝
１
年
間
、
1
0
人
、
1
5
歳
以
上

の
精
神
薄
弱
者
○
事
務
・
印
刷
系

（
写
植
・
ワ
ー
プ
ロ
・
Ｏ
Ａ
事
務
Ｔ

１
年
間
、
1
0
人
、
1
5
歳
以
上
の
身

体
障
害
者
▼
５
募
資
格
：
身
体
障

害
者
、
精
神
薄
弱
者
共
に
自
分
で

身
辺
処
理
が
出
来
る
こ
と
▼
申
し

込
み
・
問
い
λ
Ｂ
せ
・
・
・
回
Ｔ
月

1
9
日
ま
で
に
宇
治
職
業
安
定
所

（
豊
⑩
2
4
8
3
）
へ
。

　
　
　
　
　
（
宇
治
職
業
安
定
所
）

゛勺肖賃嘗物憐20り1)月゛分尹゛｜

　この公表価格は、Ｕ月初めに実施した消費生活モ
ニター店頭価格調査に基づくものです｡(商工観光課)

品　目 規　　　格 芸
価格状況

最高
価格 訟対前月比 対前年比

灯　　油
18(店頭 814円　％ 1.4 .ojr

900 750円

18(配達 819 ▲1.3▲6.6 9S0 750

ガソリン
レギュラー11現金
充り 122 ０ 7.0 125 120

ティッシュ

　ペー/4－

400枚入ｌ箱

（クリネックス･ｽｺｯﾃｲ) 151 0.7A 3.2 158 128

台所用
　　ラップ

サランラップ
30cmX 20 m 196 ▲5.8A 9.3 238 108

アル

イル 25cmX8m 159 ▲0.6▲1.2 178 128

シャンプー 液体ポリ容器220C£
花王エッセンシャル 230 ０ ０ 230 225

洗濯用　粉石けん 2.4kK 905 ▲1.0 5.4 958 780

牛　　肉
すき焼用
中程度100 g 398 ▲2.7 9.6 630 260

壇さけ 切身100g 293 ▲1.0▲5.8 448 180

バレイショ 男爵100g 25 ０ 25.0 49 14

キャベツ中玉約Ug 225 ▲3.4 36.4380 130

鶏　　卵
Ｍサイズパック入
10個 149 ▲3.2▲31.3 170 120

食用油
日清サラダ油
ポリ容器1000 g 483 0.8▲0.2 638 348

しよう油
キッコーマンi≪D
ポリ容器入11 259 ▲1.9 2.0328 238

砂　　糖上白Us 245 ▲2.8▲3.9 258 210

小麦粉 日清小麦粉フラワー
Ug （薄力粉） 204 3.6▲0.5 238 158

インスタント
　コ―ヒー ネスカフェエクセラ

瓶入150g 929 0.1All.5 948 840

み　　そタヶヤミソll<g346 3.9 1.8 358 238

食パン
普通品１斤
(スライスしたもの) 156 0.6A 4.9 170 140

洗濯代 ワイシャツ
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▲印は減

第九コンサートに1,400人

文化センターに

　　　歓喜の歌声響く

　
十
一
月
八
日
に
市
文
化
セ
ン

タ
ー
で
、
宇
治
市
第
九
コ
ン
サ

ー
ト
が
開
館
三
周
年
記
念
事
業

と
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　
指
揮
者
に
伊
吹
新
否
応
を

迎
兄
、
京
都
市
交
響
楽
団
と
四

人
の
ソ
リ
ス
ト
と
共
に
市
民
第

九
合
唱
団
が
熱
唱
。
満
席
の
大

ホ
ー
ル
は
、
歓
喜
の
歌
声
に
包

次
れ
感
動
の
渦
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
笙
〈
月
に
市
民
参
加
の
も

と
に
結
成
さ
れ
た
同
合
唱
団
は
、

高
校
供
応
七
十
六
歳
の
女
性

ま
で
の
四
百
人
。
こ
れ
ま
で
の

厳
し
い
練
習
か
乗
ぴ
越
え
て
の

発
表
だ
け
に
、
皆
さ
ん
の
Ｓ
激

も
ひ
と
し
お
。
こ
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
、
今
後
の
宇
治
の
音
楽
文

化
の
向
上
に
杢
圧
力
に
な
る

も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

「
消
え
た
か
な
　

気
に
な
る
あ
の
火
も
う
一
度
」

　
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
1
1
月
　
防
火
教
育
の
徹
底
、
消
防
用
設

2
6
E
團
か
拐
片
２
鳳
害
で
　
備
な
ど
の
点
検
・
報
告
と
消
防

展
開
さ
れ
ま
ｙ
。
　
　
　
　
　
計
画
の
見
直
し
な
ど
、
防
火
管

‘
　
今
年
の
全
国
統
一
標
語
は
理
の
強
化
を
指
導
。
ま
た
、
防

　
「
消
え
た
か
な
／
μ
一
一
に
な
る
あ
火
管
理
者
を
対
象
に
、
上
級
防

の
火
も
う
一
度
」
。
　
　
　
　
　
火
管
理
者
講
習
会
を
開
催
ず
る

　
火
災
が
発
生
し
や
す
い
こ
の
　
こ
と
に
な
っ
て
い
未
了
。

時
期
、
市
民
一
人
ひ
と
ぴ
が
不
　
今
年
の
十
月
三
十
一
日
ま
で

断
の
防
火
意
識
夕
痔
っ
て
、
火
の
火
災
発
生
件
数
は
四
十
四
件
。

魔
か
な
ハ
切
な
生
命
や
財
産
を
こ
れ
は
、
昨
年
同
期
の
六
十
三

守
り
ま
し
ょ
う
。
消
防
ぶ
部
で
件
に
比
べ
十
九
件
の
減
少
。
し

は
、
運
動
期
間
中
に
次
の
璽
点
か
し
放
火
（
疑
い
む
含
む
）
に
よ

目
標
に
防
火
芸

①
高
齢
者
な
ど
牽
甲
心
と
に
左
半
数
（
十
九
件
）
か
ａ
め
て
お
り
、

死
傷
防
止
対
策
の
推
進
②
家
庭
『
放
火
さ
れ
な
い
環
舜
つ
く
り
』

や
地
域
で
の
防
火
対
策
の
推
進
む
ギ
ハ
切
な
こ
と
で
７
．

③
特
定
防
火
対
象
物
へ
の
防
火
　
ま
た
、
天
ぷ
ら
な
べ
に
よ
る

安
全
の
確
保
④
防
災
機
器
な
ど
火
災
が
既
に
十
件
（
昨
年
比

の
普
及
の
推
進
⑤
危
険
物
、
高
三
件
増
）
発
生
し
て
お
り
、
年

圧
ガ
ス
な
ど
の
災
害
防
止
対
策
　
々
増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま
ず
。

の
推
進
。
　
　
　
　
　
　
　
　
天
ぷ
ら
忿
蜀
げ
る
時
は
、
そ
の

　
期
間
中
、
一
般
家
庭
や
地
域
場
を
離
れ
ず
、
電
話
・
訪
問
客

な
ど
を
訪
問
し
防
火
対
策
夕
優
一
　
の
応
対
に
は
い
っ
た
ん
火
を
正

進
し
康
７
．
事
業
所
で
は
、
避
め
る
な
ど
の
注
意
を
Ｌ
蒙
し
よ

難
訓
練
の
実
施
や
従
業
員
へ
の
　
う
。
　
　
　
　
（
消
防
本
部
）

792

米国からカトリーナ

さん
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、
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海
岸
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ン

州
の
南
方
に
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ま
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強
す
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
・
・
・
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わ
れ
先
に
手
忿
上
げ
ま
ず
。
今

人
気
の
ぞ
イ
ケ
ル
ー
ジ
ャ
ク
ソ

ン
や
ダ
イ
ア
ナ
妃
ま
で
が
登
場

し
、
そ
の
ヒ
ン
ト
の
お
も
１
　
ろ

さ
に
教
室
中
笑
い
声
が
広
が
り

未
了
。
牛
徒
た
ち
が
答
え
に
詰

ま
っ
て
も
、
会
話
は
も
ち
ろ
ん

英
語
だ
け
。
こ
の
ク
イ
ズ
の
中

に
も
、
牛
百
た
会
話
で
蓋
愚

覚
に
慣
れ
さ
せ
る
こ
と
が
盛
り

込
次
れ
て
い
る
よ
ｙ
フ
で
す
。

　
　
「
当
初
、
牛
徒
れ
私
も
互
い

に
緊
張
し
て
い
ま
し
た
が
、
今

で
は
非
常
に
良
い
関
係
が
築
か

れ
て
来
て
い
る
と
思
い
ま
ｆ
ｙ
。
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口
‐
…
…
に
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…

’
・
私
の
故
郷
は
、
米
国
の
西
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自

　
手
紙
の
主
は
、
カ
ト
リ
ー
ナ
ー

ハ
ン
ト
”
ん
。
米
国
オ
レ
ゴ
ン

州
か
ら
今
年
九
月
に
来
日
。
府

教
育
委
員
会
の
器
心
教
育
推
進

事
業
に
基
づ
飛
英
語
指
導
助

９
　
と
し
て
宇
治
中
学
校
に
着
任

し
ま
し
た
。

　
十
月
土
〈
日
幽
、
午
前
十
時

五
十
分
か
ら
始
ま
っ
た
一
年
四

組
の
三
時
間
目
は
、
山
下
先
生

と
カ
ト
リ
ー
ナ
さ
ん
に
よ
る
英

語
の
授
業
で
す
。
そ
の
日
は
、

ク
イ
ズ
嵯
は
誰
で
し
ょ
う
七

開
始
。
カ
ト
リ
ー
ナ
先
生
が
、

ヒ
ン
ト
器
宵
と
黒
板
に
ｔ
諮

で
書
い
て
行
政
示
ｙ
。
そ
し
て

　
ジ
ー
・
イ
ズ
ー
ヒ
ー
？
″
。
少
な

い
ヒ
ン
ト
で
分
か
っ
た
牛
徒
が

授
業
中
は
、
一
方
通
行
に
な
ら

な
い
ぶ
コ
、
出
来
る
だ
け
楽
し

い
教
材
蛮
″
’
え
て
い
未
了
。
ま

た
、
恨
ダ
ラ
ス
の
牛
徒
だ
け

で
な
く
、
数
多
く
の
牛
徒
と
も

交
流
が
出
来
て
大
変
う
れ
し

い
」
と
カ
ト
リ
ー
ナ
さ
ん
。
生

徒
た
ち
へ
の
愛
情
と
教
育
へ
の

情
熱
を
語
り
ホ
チ
。

　
ま
た
、
交
換
留
学
生
な
ど
で

過
去
に
一
年
三
ヵ
月
間
程
来
日

し
た
こ
と
が
あ
り
、
か
な
り
の

日
杢
宕
息
す
日
本
通
の
彼
女

は
「
日
本
人
は
単
一
民
族
国
家

な
の
で
常
に
自
分
た
ち
の
こ
と

が
け
考
え
て
い
る
よ
シ
な
気
が

す
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
人
種
が

多
い
の
で
、
常
に
他
の
国
や
他

人
を
意
識
し
、
外
国
人
で
も
特

別
視
し
な
い
。
日
本
で
は
町
中

で
ジ
ロ
ジ
ロ
見
ら
れ
る
の
が
い

や
」
と
な
か
な
か
鋭
い
指
摘
も
。

　
「
で
も
、
歴
史
か
感
じ
る
日
本

が
大
好
き
／
。
休
日
に
は
古
寺

を
訪
れ
た
ひ
し
て
い
ま
す
。
食

べ
物
で
は
、
さ
し
み
以
外
は
和4≫室には笑い声

生
き
た
英
会
話
を

食
も
食
べ
る
し
、
特
に
梅
干
し

が
大
好
き
で
す
』
。

　
山
花
宇
治
中
学
校
校
長
は
。

　
「
ふ
だ
ん
外
国
人
と
触
れ
合
う

機
会
が
少
な
い
子
芦
も
た
ち
へ

の
、
刺
激
に
な
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
否
七
た
ち
も
家
庭
で
話

を
し
て
い
る
β
し
ぐ
、
保
護
者

か
ら
の
反
応
も
良
好
で
、
今
後

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
行
き

た
い
と
考
え
て
い
未
了
」
。

　
カ
ト
リ
ー
ナ
さ
ん
は
、
来
年

三
月
の
学
期
末
ま
で
毎
週
月
・

金
曜
日
の
二
回
、
教
壇
に
立
つ

こ
と
に
な
っ
て
い
未
了
。

秋
の
火
災
予
防
運
動
1
1
月
2

6
日
～
1
2
月
2
日

交
通
・
火
災
共
済
予
約
加
入
は
1
1
月
3
0
日
ま
で

梅
干
し
大
好
き
英
語
の
先
生
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